
























      b．カメラを借りたいなら、李さんに聞いてください。きっと貸してあげるでしょう。 
 （2）a．先輩は東京の色々なところを案内しました。楽しかったです。 



























表 1．調査協力者の情報（2013 年 6 月現在） 
NO 性別 年齢 専門 教授歴 訪日歴 
1 男 38 日本語教育学 10 年 2.5 年 
2 女 40 社会言語学 15 年 6 年 
3 女 35 近代文学 8 年 4 年 
4 男 33 日本語学 6 年 2 年 
5 女 34 日本語教育学 7 年 4 年 
6 女 33 外国語教育 3 年 6 年 



















調査期間は、2013 年 6 月～7 月である。なお、上述のインタビュー調査の質問項目に関
する確認も兼ね、5 月末に日本に留学中の中国人日本語教師 2 人（男女一人ずつ）を対象
にパイロット調査を実施した。 
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回の CJT が使用した 4 冊の教科書 2における授受補助動詞の提出順序を調べてみる。 
表 2 に示すように、日本語の教科書における授受補助動詞の提出順序に関しては、① 7
形式の授受補助動詞をすべて 1 回の授業で導入する場合と、②「～てあげる」「～てくれ
る」「～てもらう」とその待遇表現を区別しそれぞれ 1 回の授業でまとめて教える場合と




教科書 授受補助動詞 導入の課 
『みんなの日本語』 
～てあげる・てくれる・てもらう 第 24 課 
～てくださる・ていただく 第 41 課 
『総合日本語』 
～てあげる・てくれる・てもらう 第 18 課 
～てさしあげる・てくださる・ていただく 第 21 課 
『新編日本語』 3 系列 7 形式 第 2 冊第 7 課 















そして、教科書の提出順序に従っているものの、表 3 に示すように、1 回の授業の中で
大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻 
 


















↓      比較 
～てくれる 





























   ＃「では、お部屋までお荷物を持ってあげましょうか。」  
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（5）a．与え手（私）は  受け手に     ～てやる/あげる/さしあげる 
     （私は）     おじいちゃんに   本を読んであげた。 
    b．与え手は     受け手（私）に  ～てくれる/くださる 
     おじいさんは  （私に）       絵本を買ってくれた。 
    c．受け手は     与え手に/から   ～てもらう/いただく 






（6）a．これは 友達が 撮ってくれた写真です。 







（7）a．私は おじいちゃんに 本を読んであげた。 
（我给爷爷读书/ 我读书给爷爷听。） 私 → おじいちゃん 
    b．おじいちゃんは 私に 本を読んでくれた。 





































と、調査協力者の 6人に指示した。一人の教師が 1 つしか挙げていない場合もあれば、複
数挙げた場合もある。提示された例文を、文構造を重視する相手との恩恵的な行為を聞き
手に叙述する「述べ立て文」と、申し出や依頼、感謝といったその場における発話の表現
意図を重視する「働きかけ文」に分け、表 4 にまとめた。 
ここから分かるように、提示された例文は、「述べたて文」のほうが「働きかけ文」よ
り多かった。3.1 節で挙げた 4 冊の日本語の教科書において、第三者の関与する行為を聞
き手に「叙述」する述べ立て文がより目立つという結果があったように、今回提示された
例文は教科書の現状と合致しており、CJT は文型積み上げ式の教科書から影響を強く受け
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～テアゲル 12 0 
a．妹におもちゃを買ってあげた。（CJT01） 
b．困ったおばさんを助けてあげた。（CJT02） 
～テクレル 8 4 
c．友達は荷物を持ってくれた。（CJT03） 
d．先生の部屋番号を教えてくれる？（CJT04） 










































ただ、「X ガ Y ニ V テモラウ」構文については、（11a）の X が Y に動作を依頼しその
利益を受けることを表す「使役型テモラウ」構文の場合は、確かに中国語では依頼使役文
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